
近代英語協会第 43回大会 

（修正版） 

日 時：2026年 6月 20日（土） 

場 所：実践女子大学渋谷キャンパス 805教室、804教室（研究発表 2室のみ） 

    〒150-8538 東京都渋谷区東 1-1-49 https://www.jissen.ac.jp/ 

 

受付開始  9:10 

開会の辞  9:45～9:50 805教室             会長 日本大学特任教授 保坂 道雄 

開催校挨拶 9:50〜9:55 805教室           実践女子大学教授・学長補佐 猪熊 作巳 

 

シンポジウム 10:00～12:30 805教室 

「通時的構文研究の射程」                司会：愛知学院大学教授 前田  満 

「項構造構文の通時的発達」               講師：南山大学教授 石崎 保明 

「文法化をめぐって」                講師：愛知学院大学教授 前田  満 

「脱従属化をめぐって－because節の通時的分析を例に－」 

講師：東洋大学客員研究員 東泉 裕子 

 

昼 食  12:30～13:30 

総 会  13:30～14:00 805教室         司会：事務局長 日本大学准教授 秋葉 倫史 

 

研究発表第 1室 805教室 14:10〜17:10 

1.  14:10〜14:50                     司会：青山学院大学教授 片見 彰夫 

「条件を表す条件節独立文・下位分類と成立過程に関する一考察 

—if節と unless節を中心として—」 関西大学講師 井上有里子 

2.  14:55〜15:35                       司会：名城大学教授 久米 祐介 

「近代英語における節随伴について」               中京大学准教授 松元 洋介 

 

休 憩  15:35〜15:45 

 

3.  15:45〜16:25                       司会：広島大学教授 大野 英志 

「構文的アプローチによる談話標識の多機能化の考察 

―surelyとその関連表現に着目して」 信州大学助教 岩井恵利奈 

4.  16:30〜17:10                    司会：藤田医科大学准教授 近藤 亮一 

「英語史における have 使役構文の再分析」          名古屋商科大学准教授 夏  思洋 

 

研究発表第 2室 804教室 16:30〜17:10 

5.  16:30〜17:10                       司会：文教大学教授 野村 忠央 

「William Cecil, Lord Burghleyの自筆草稿と印刷本における語源的綴字の比較」 

慶應義塾大学大学院生 寺澤 志帆 

 

特別講演 17:20～18:20 805教室               司会：文教大学教授 野村 忠央 

「最上級：百年の誤解」                    元立命館大学教授 朝尾幸次郎 

 

閉会の辞 18:25～18:30 805教室                実践女子大学教授 村上まどか 

懇親会  18:50～20:20                 会場：9Fカフェテリア 会費：5,000円 


